
　２．東北（地域別調査機関：公益財団法人東北活性化研究センター）
（－：回答が存在しない、○：主だった回答等が存在しない）

分野 景気の先行き判断 業種・職種 景気の先行きに対する判断理由

良くなる 百貨店（経営者） ・株価の回復が著しく、特に資産家、高所得層には資産効果
が大きく貢献している。また、現在は大勢の人が投資信託等
をしており、これまで含み損を抱えていた人がプラスに転じ
てきている。多くの人が資産効果の恩恵を受ければ、景気の
回復が期待できる。

コンビニ（店長） ・気温にもよるが、３か月後の７、８月は年を通して売上、
来客数、単価すべてでピークとなる。今年は景気の上昇によ
り、更なる期待ができそうである。

一般レストラン（経営
者）

・毎朝行っている市場の活気や人の出入りがやや多くなって
きている。また、当店でも当日予約がかなりあると予想され
る。長年の経験からも、人の出入りも多くなり忙しくなると
みている。

タクシー運転手 ・当地だけが特殊なのかもしれないが、どこに行っても人が
多く、学会で訪れた客も人の多さに驚いていた。当地は今良
い方向に向かっており、このままいくのではないか。

やや良くなる 商店街（代表者） ・客も景気楽観説には半信半疑であろうが、それでも７月の
参議院選挙までは政治が無理にでもムードを高めてくのでは
ないか。夏のボーナスが10％でも増えれば良いが、これが増
えない場合は期待が失望に変わる懸念もある。そうなるかの
可能性は半々である。

商店街（代表者） ・各店においても大きく変わる要因は見られないが、徐々に
ではあるが全体的に客足は伸びてきている。

商店街（代表者） ・４月の後半より桜の開花もあり、これから本格的な春とし
て夏物の動きが出てくる。観光客並びに地元客も外に出る機
会がこれから増えていくので、天候が良くなることを祈って
いる。

商店街（代表者） ・アベノミクス効果が徐々に浸透し、景気回復への兆しが出
てきている。

百貨店（売場主任） ・天候の回復やガソリン価格の値下がりなどの要因で人の流
れが良くなり、今月に比べ消費マインドが上向いていくとい
う期待感がある。

百貨店（総務担当） ・中央では円安や株高の影響が実際の消費に回ってきている
との報道もある。それを受けて、地方においても夏のボーナ
ス商戦以降あたりに上向きの景況感が数字に反映されてくる
との期待がある。

百貨店（売場担当） ・４月の気温は異常であり、この状態が長く続くとは考えら
れない。今の社会情勢や景気の状況から、４月の負け分が５
月単月で取り戻せるとはいえないが、買い控えをしていた方
の反動は多少なりともあるはずである。

百貨店（経営者） ・周辺企業の賞与が前年増となりボーナス商戦が期待でき
る。株高とは違い賞与増は全体の景気を上向きにさせるので
期待できる。

スーパー（店長） ・ますます競合激化エリアになるが、競合店オープンの影響
も落ち着き、業績回復の見通しを立てている。

スーパー（店長） ・中元商戦を目前にして、ベースアップ等の満額回答もあ
り、消費全体が上向いている。

コンビニ（経営者） ・買上点数が大幅に伸びているのは、景気の上向きに期待し
て、気持ちに少しの余裕が出てきているためとみられる。買
上単価も前年比３％増だが、買上点数ほどの伸びではないの
で、緩やかな上昇という判断である。財布のひもは間違いな
く緩んできているが、あと一歩のところである。

コンビニ（エリア担
当）

・客単価に回復の兆しがみられる。店内で調理しているファ
ストフードや生鮮品などの伸長が起因している。

コンビニ（エリア担
当）

・当社の出店ペースも加速する。また、施策も多く実施す
る。

コンビニ（エリア担
当）

・公共事業の進行や賃上げ、金融緩和などの効果が少しずつ
一般消費者まで波及するとみられる。

衣料品専門店（経営
者）

・暖かくなれば、来客数の増加も見込める。

衣料品専門店（店長） ・前年は震災の影響もあり、シニア層の旅行マーケット、
ジャケットマーケットがなかなか動いていなかったが、今来
店している客の感触では、この辺の客の動きがそろそろ出て
きそうである。夏に向かって閑散期的なタイミングでこう
いったシニア層の動きが活発になってくるので、少し良く
なってくるのではないかと期待している。

家電量販店（店長） ・前年が景気の底とみているので、緩やかに改善していく。
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家電量販店（店長） ・全体的に景気は上向きのようだが、業界や業種によりばら
つきがある。日経平均株価が上昇しつつある今の段階では、
やや良くなる方向に向かっているようではあるが、小売業に
ついて油断は禁物の状態である。

家電量販店（店長） ・原発事故の賠償金や復興需要の影響で、単価の高い、少し
良いものが売れている。テレビの不調は現在も続いている
が、２、３か月後にはこの不調も脱するとみている。県全体
としても３か月後から明るくなってくるだろうと期待してい
る。良いものを買うという単価の上昇志向も見られることか
ら、景気も良くなっていくことが期待できる。

乗用車販売店（経営
者）

・個人の購買意欲の盛り上がりはまだ少々欠けており、受注
面では当面10％近い前年割れが続くとみられる。しかし、円
安株高による好業績を背景に、法人関係の代替え需要の発生
に支えられていく。

乗用車販売店（経営
者）

・活発化しつつある客の動きに加え、新型の軽自動車発売な
ど、期待されるイベントがある。

その他専門店［ガソリ
ンスタンド］（営業担
当）

・今後、新年度予算の執行や除染活動の拡大により、軽油の
需要を中心に増加してくるものと予想される。また、復興需
要が原発賠償金の支払の執行とともに地場の建設を下支えし
ていくので、当面、石油需要は堅調に推移する。

その他専門店［ガソリ
ンスタンド］（営業担
当）

・燃料の売行きが回復傾向にある。４月後半は前年比ガソリ
ン101％、軽油106％と前年を上回っている。除染関係の仕事
が本格的になったことが影響しているようである。

その他小売［ショッピ
ングセンター］（統
括）

・2013年度に入り売上高が前年と比較して伸びている傾向に
ある。

高級レストラン（経営
者）

・今の円安であれ、株高であれ、しばらく続くとみられる。
日本経済も大分復調してきており、当社のような零細企業に
すぐには影響しないが、良くなりつつあるのではないか。

高級レストラン（支配
人）

・連休明けは財布のひもも固くなるが、景気の回復の風潮を
感じて、夏物商品の消費や国内旅行等の計画が早期に実行さ
れる。

一般レストラン（経営
者）

・アベノミクスに期待している。

一般レストラン（経営
者）

・アベノミクスの影響はまだまだあり、今後も良くなってい
く。ただ、マスコミ等のあおりもあっての現象とみられるの
で、本当に良くなるのかどうかは、今後行政が景気回復に向
けきちんとした対策を行っていくのかで決まる。

観光型ホテル（スタッ
フ）

・仙台空港の発着等、新たなフライトも増えている。それに
より、ビジネス客が多いが県内への入込も増え、予定外の入
込もそれなりにある。こういったことが観光にも好影響を与
えることを期待し、来客増に向けた取組をしたい。多少明る
さが見えてきている。

都市型ホテル（スタッ
フ）

・夏に向けて復興イベントが組まれており、県外からの客が
たくさん訪れる。

旅行代理店（従業員） ・アベノミクスの効果が期待できそうである。
タクシー運転手 ・働きたくても仕事が無いという客がよくいるが、仕事はあ

るが全部短期で、不安で就職ができないということのようで
ある。とにかく長期の仕事が全くない状態であるという話を
よく聞く。

通信会社（営業担当） ・自民党政権に代わってから、景気のムードが上がっている
ようであるし、実際に財布のひもも緩くなっている。投資意
欲もわいて先行きは明るいようであり、期待が持てる。

テーマパーク（職員） ・夏に向かってアベノミクス効果が今よりも明確になってく
る。

観光名所（職員） ・当社は他の県からの客が多くなっている。地元の給与所得
者の所得は特に増えてはいないが、そういった方たちの購買
意欲は上がっており、財布のひもも若干緩んできているよう
である。今後、来客数さえ伸びれば、売上も一気に増えてい
くのではないか。

美容室（経営者） ・梅雨時期になると、ストレートパーマをかける客が増え
る。

その他サービス［自動
車整備業］（経営者）

・しばらくは良い状態が続くとみられる。しかし、円安によ
る石油関連原材料及び消耗品の値上がり、７月からの電気料
金の値上がり、来春の消費税の引上げといった懸念材料もあ
る。

住宅販売会社（経営
者）

・消費税増税前の駆け込み需要により、住宅はもとよりＲＣ
賃貸マンションの受注が複数確定している。

その他住宅［リフォー
ム］（従業員）

・震災で被災した家屋の緊急の修繕対応は落ち着き、平常の
修繕リフォームの問い合わせに戻っている。



変わらない 商店街（代表者） ・一般的な経済指標や各新聞ではみな景気が上向きになって
いて、良くなるはずなのだが、置かれている立場、業種、商
売の内容によって、良い悪いが分からない状態になってきて
いる。このまま横ばいになっていくのではないか。

一般小売店［スポーツ
用品］（経営者）

・このまま推移していくような雰囲気がある。

一般小売店［医薬品］
（経営者）

・アベノミクスの影響による給料のアップはごく一部の人で
あって、これから行われる電気料金の値上げなど、生活に関
わる値上げが増え始めている。円安で恩恵を受けた資産家を
除き、一般消費者はこの値上げに対して非常に不安を持ち、
財布のひもが固くなっている。

一般小売店［医薬品］
（経営者）

・景気が上向いているのは確かである。ただ、極端に伸びる
材料は見当たらないので、このままで推移するのではないか
とみている。

一般小売店［寝具］
（経営者）

・前年までは４月に入れば商品の動きが見えたが、今年は先
行きが見えない。

百貨店（企画担当） ・様々な景気対策のもと多少の追い風は感じる。しかし、大
きな期待感を持って臨んだ春商戦も、高額商品の動きが好調
であったため前年を若干上回る実績で推移したが、一部の商
品の動きにとどまり、消費全体を押し上げるまでは至ってい
ない。ここ２、３か月は現在の動きのまま推移すると予測す
る。

百貨店（営業担当） ・来年の消費税増税を控え、高額品を中心に少しずつ特需の
傾向が出てくるとみられる。一方で、お中元については、震
災特需も一段落しており大きな伸びが望めないことから、落
ち着いた数字で推移するものとみられる。

百貨店（買付担当） ・株価上昇で潤う人も一部にはおり、円安による輸出拡大の
期待もある。しかし、公共料金や食料品、ガソリン、灯油な
どの値上げもあり、財布のひもは固くなる。

百貨店（経営者） ・今後２、３か月で景気が上向く要素は具体的にはない。株
価上昇の恩恵は地方には及んでおらず、高額商品もさほど動
きが良くはなっていない。

スーパー（経営者） ・販売量は安定的だが、商品原価上昇傾向のなかで価格競争
は厳しくなる。

スーパー（経営者） ・５月は現在の株高推移や民間各社のエネルギー対策投資も
聞かれ、政府の対米、対ロ交渉、貿易交渉も進みだし、将来
的な期待感も膨らんでいるようである。ただ、一部百貨店を
除き、足元の消費状況には変化が見えてこない。消費環境は
大手コンビニ各社の大量出店計画や競合各社の出店など競合
関係が厳しさを増すものと予想される。景気への金融緩和の
後押しも出て、円安が進み、株高もあり、輸出業など国内の
設備投資拡大を期待したい。そして雇用の改善、消費者所得
の底上げにつながっていくことを期待したい。ただ消費の状
況はしばらく現状のまま推移するものとみている。

スーパー（店長） ・来客数は微減、１点単価及び買上点数も減少という状態が
続いているなか、価格を上げるどころか、ますます価格競争
に拍車が掛かっている。この状況は簡単に脱却できそうにな
い。

スーパー（店長） ・金融政策による円安や株価の回復など、国内の景気そのも
のに期待感があるが、農業生産県である本県ではその影響も
少なく、逆にＴＰＰ参加や消費増税など不安材料も多い。

スーパー（店長） ・競合の状況も来客数も変わらない。
スーパー（物流担当） ・４月からの輸入原材料の価格上昇による商品の値上げが始

まっており、客の購買動向はより価格に向いている。競合状
況が激しいなかでの集客には、チラシ価格を強く打ち出さな
ければならず、１点単価及び客単価の下落傾向が続く今の状
況は変わらない。

コンビニ（経営者） ・現在のままの推移になると予想している。
コンビニ（エリア担
当）

・現状で来客数が回復傾向にあり、夏の観光需要にも期待が
持てる。引き続き来客数の回復に期待している。

コンビニ（エリア担
当）

・円安、株価の上昇で一見、景気が好転しているようだが、
この状況が継続できる希望は持てないため、給与支給を増や
す企業が増えたとしても、世の消費が増えはしない。

衣料品専門店（経営
者）

・フリー客のシビアな購買状況は変わらないが、富裕層の購
買が活発な状況はこれからも続く。

衣料品専門店（経営
者）

・大雪の影響により車関連と建設関連に多少の上昇機運が見
られ、今後に期待できる見通しである。また、円安で輸出関
連企業の復調に期待する。

衣料品専門店（店長） ・円安や株価上昇など、景気回復への期待を持ちたいところ
であるが、一般消費者の給与に恩恵が出てくるまでの間は急
に購買意欲が高まるとは考えにくい。



衣料品専門店（店長） ・年々、クールビズによるスーツ離れが進んでおり、客単価
が低下している。

衣料品専門店（総務担
当）

・来客数及び買上点数に増加が見られない状況のため、景気
の上向き、消費活動の増加にはまだ時間が掛かる。

乗用車販売店（経営
者）

・例年、この時期から８月までは販売量は下降傾向にある
が、今年はその傾向が早まってきている。

乗用車販売店（従業
員）

・今後も新型車が何台か出る予定があるので、景気が良い状
態が続くとみている。

乗用車販売店（店長） ・ハイブリッド車やエコカー等、話題性のある新型車の予定
は無い。今後しばらくは我慢が続くだろう。

自動車備品販売店（経
営者）

・例年だと６月くらいまで繁忙期が続くのだが、今年は現在
の仕事量が少ない状況が変わらないと予想される。

住関連専門店（経営
者）

・地方は過疎化などで需要を引っ張る力に乏しく、インフレ
による売上回復には相当の時間がかかる。また、今後消費税
増税による影響を心配している。

住関連専門店（経営
者）

・現状ではなかなか回復基調は見えない。大企業はアベノミ
クスの恩恵を受けることができるが、地方ではまだまだそう
いうところはないので難しい。２、３か月先も現状のまま変
わらない。

住関連専門店（経営
者）

・デフレ解消の経済効果も出ているが、当店に来る客はデフ
レ解消というよりも、値段の安い商品を求めて来る客が多い
ため、なかなかデフレの解消というわけにはいかない。それ
で、景気が追い付いていかない面がある。

その他専門店［パソコ
ン］（経営者）

・現在、問い合わせや見積の件数が出てきているが、すべて
が契約や受注に至るわけではなく、ある程度の件数に落ち着
くのではないかと予想している。客はまだお金を使うことを
渋っている様子が見られるため、今後も市場全体の活性化は
期待できそうにない。消費者全体でもお金の循環はできてい
ないようである。

その他専門店［酒］
（経営者）

・天候が良くなれば動きも出て売上が上がるのは当然だが、
それが今以上であったり例年以上かと問われれば何とも言え
ない。まだまだ消費者の財布のひもは固いままである。報道
などに流されてそれが簡単に緩むとは到底考えられない。

その他専門店［食品］
（経営者）

・まだまだ地方ではアベノミクスの効果は現れていない。消
費者の様子見が続くのではないか。

その他専門店［靴］
（従業員）

・一部企業の業績回復など良い要素もあるが、地方ではまだ
変化が現れていない。

その他専門店［酒］
（営業担当）

・特に大きな変動要因は見当たらない。これから各メーカー
の動きが活発になるようなので、定番の売れ筋商品と付加価
値の高い人気商品の集約と新商品発売による品ぞろえやメ
ニューの入れ替わりが少しずつだが着実に進んでいくとみら
れる。しばらく堅実な動きが続くと予想している。

一般レストラン（経営
者）

・以前だとレストランや少し高級な飲食する客の中心は中高
年であったが、この頃はそういうことを控えている。今後と
も景気の良し悪しにかかわらず、そういったことは控え続け
る習慣が付いてしまっているのではないかということで、今
と変わらない状況が続くとみている。

一般レストラン（経営
者）

・良い話は聞こえてこないが悪い話もそれほど聞こえてきて
いないので、現状維持が続くと予想している。

スナック（経営者） ・今月は歓送迎会で多少人の流れもあったが、来月からは連
休もあり、来客数はまた元に戻る。多少景気が上向きのよう
な気もしないではないが、都心から当地までそういった流れ
がくるには時間が掛かりそうである。

観光型ホテル（経営
者）

・震災復興支援関係の客も減り、４～６月の地域の一大キャ
ンペーンも集客があまり芳しくない。

観光型旅館（経営者） ・世間の景気は上向きのような雰囲気で報道されているが、
実際の予約は特に増減なくあまり変化はない。

観光型旅館（スタッ
フ）

・ゴールデンウィーク期間の国内旅行需要の向上が報道され
たが、施設の現実としては、売れる日は一部に集中してお
り、構造上一日の売上に限界もあることからあまり変化は無
い。今後もその傾向は継続されるとみられるため、在庫と料
金のコントロールを強化していかなければならない。

都市型ホテル（スタッ
フ）

・消費者のマインドは格段に回復しているようだが、ホテル
業についてはタイムラグがあるため、実感として出てくるの
はまだまだ先である。そのときのために、消費者のニーズに
応えられる商品をそろえておくことが必要になる。

都市型ホテル（スタッ
フ）

・宿泊はＪＲＡ開催の週末特定日、一般宴会は定例の件数以
外は今のところ目立った動きはない。景気回復による職場旅
行や家族旅行に期待したい。

旅行代理店（経営者） ・今の状況からみて２、３か月後に良くなる要素が見い出せ
ないため、変わらない。



旅行代理店（店長） ・現在既に良い状態にあり、今後大幅な円安に傾かない限り
は良化も悪化もしない。

タクシー運転手 ・これから始まるゴールデンウィークに期待したい。
通信会社（営業担当） ・２、３か月は景気は変わらない。夏の賞与時期が分岐点と

みられるが、今後は格差が生じてくるのではないかとみてい
る。

通信会社（営業担当） ・アベノミクス効果を期待している。
通信会社（営業担当） ・現在の水準は継続すると予想され、短期での改善は望めな

い。
通信会社（営業担当） ・一部では回復している兆しもあるが、全体としては変化は

無い。
通信会社（営業担当） ・一部の業界では好況感があるようだが、東北の大方の企業

では好況感を感じるまでに至らない。
通信会社（営業担当） ・４月は転入による新規加入の大幅な増加があったが、５月

以降はしばらく新規加入が見込まれる大きな要素が無いた
め、売上もあまり変わらない状況が続くとみられる。

観光名所（職員） ・この先の予約状況は前年並みである。
遊園地（経営者） ・景気回復はメディアで報道されるほどには地方に波及して

いない。ただ、他の地域よりは復興需要により下支えされて
おり、下降には至らない。

競艇場（職員） ・現在の景気からよほど良くならないと、当業種には影響が
出ない。

美容室（経営者） ・期待感で良くなってほしいということはあるが、客の動向
からして、まだしばらくはこの状態が続くとみている。一気
に回復というのは難しい状態である。

美容室（経営者） ・景気は少し良くなりそうな期待はあるものの、客の動きな
どで実感できるまでには時間が掛かりそうである。

設計事務所（経営者） ・しばらくはこのままの状況が続くとみている。
やや悪くなる 一般小売店［医薬品］

（経営者）
・大きくまとめ買いをし、今まで富裕だと思われていた客が
経済的に余裕が無くなったという話を立て続けに聞いてい
る。さまざまな事情で蓄積してあった資産を失ってしまった
ということである。得意客でも、本当に収入が多い人はまれ
で、資産を取り崩してやりくりしている人がほとんどのよう
である。特に若い人は資産も少なく、医療や保健に自費をか
けない傾向が見られる。優良な客層は従来の高齢者である
が、この層が薄くなっていくと予想される。

スーパー（総務担当） ・既存店の来客数と買上点数が前年比94％台となり、落ち込
みが大きい。なかでも、花とベーカリーの売上高の落ち込み
が大きい。それだけ倹約志向が進んでいるとみられる。

コンビニ（経営者） ・天気や気温が安定しない限りは、景気もなかなか良くなら
ない。

コンビニ（店長） ・当店の周りの会社は電力関係が多いが、今年の労使交渉も
思わしくなかったようで、いらいら感が非常に募ってきてい
る様子がうかがえる。そして、価格に非常に敏感であり、あ
まりお金を使わないようにとの工夫が見られる。また、原油
価格も上がるなど、良い材料も無い。しかしながら、そこま
で悪くもないので、やや悪くなるくらいの雰囲気である。

乗用車販売店（店長） ・半期決算期前ということもあり販売量が毎年伸び悩む時期
でもあるのに加え、クリーンディーゼル補助金も終了したこ
とも重なるので、景気が落ち込むことが考えられる。

その他専門店［白衣・
ユニフォーム］（営業
担当）

・夏物の動きが全く読めない。売りたい商品はたくさんある
のだが、果たして客が求めているのは何なのかを逆に調査を
していかないと取り残される気がする。

高級レストラン（支配
人）

・ポイントになるのはＴＰＰである。情報がない分不安感が
大きい。多分現在の雇用や給与にも影響が出るはずである。

都市型ホテル（スタッ
フ）

・大雪に加えて、当県では大手電子部品メーカーのグループ
会社が相次いで閉鎖しており、県内景気に与える影響は非常
に大きくなっている。デスティネーションキャンペーンが始
まる秋までは何とか持ちこたえたい。

都市型ホテル（スタッ
フ）

・向こう３か月の予約状況から、今後はやや厳しい局面を迎
えると予想される。

悪くなる スーパー（経営者） ・食品のみならず日常の生活品等々の値上げ要請がきている
が、原価は上がっても売価ベースでは転嫁ができない。ま
た、給与ベースに反映されるにはまだまだ時間が掛かる。

コンビニ（経営者） ・人口の流出がかなりあり、客の動きが大分鈍くなってい
る。そういった面ではかなり落ちると予想される。

衣料品専門店（経営
者）

・光熱費の値上げや消費税率の増税等を控え、先行きの不安
が買物を慎重にさせている。



良くなる 出版・印刷・同関連産
業（経理担当）

・原発賠償金が各企業に入っているため、それにより景気も
上向くと予想される。また、国の企業立地資金を始めとする
復興関係の補助金が行き渡ってきて、景気の下支えになる。
株式市場も回復しているので、そういう部分もプラスに作用
していく。

輸送用機械器具製造業
（経営者）

・取引先の設備投資に期待感がある。

建設業（従業員） ・官公庁からの発注見通しが出始めてきており、夏ごろにか
けて地方自治体ＷＴＯ案件の出件が見込まれている。

やや良くなる 食料品製造業（経営
者）

・デスティネーションキャンペーンで少し動きは良くなりそ
うである。

繊維工業（経営者） ・円安株高等により、何となく景気が良くなっているような
雰囲気があるので期待したい。

木材木製品製造業（経
営者）

・住宅着工が順調に推移する。

電気機械器具製造業
（営業担当）

・年度の初めということもあり、少し動きが出てくるような
話が来ている。

電気機械器具製造業
（企画担当）

・円安による会社業績の改善継続、アベノミクスによる公共
事業拡大での周辺企業の業績アップ、また夏の賞与の期間に
入るため、今年に入ってからの会社業績改善が実利として見
えてくるフェーズに入る。

建設業（企画担当） ・技術者不足等一部に懸念があるものの、官庁工事の出件増
で受注量の増加が見込める。

通信業（営業担当） ・株価の上昇、円安の進行によるメリットが地場企業へ浸透
しはじめて、雇用及び設備投資が上向き、販売価格等も上昇
するとみられる。

金融業（広報担当） ・販売額の増加が期待できる。
広告業協会（役員） ・広告業界も業績が上向いてきたので人材募集に力を入れて

いるが、応募者が集まらず苦戦している。
広告代理店（経営者） ・選挙も控えており期待しているが、印刷物の用紙の値段が

上がるとのことで、その分を価格に反映できるかどうかが微
妙なところである。

広告代理店（経営者） ・様々な業務に関する引き合いが多くなっている。
司法書士 ・消費税増税前の駆け込み需要が期待できる。
公認会計士 ・建設関係は人手不足、資材不足で復興関係の仕事が進まな

い状況であるが、これが落ち着いてくれば、徐々に景気は良
くなるとみられる。

その他非製造業［飲食
料品卸売業］（経営
者）

・２月ころから前年とは様子が大分変わってきている。受注
量、販売量共に前年より非常に良い状況にあり、今後も期待
が持てる。

その他非製造業［飲食
料品卸売業］（経営
者）

・デスティネーションキャンペーンが６月まで続くことか
ら、地元、観光需要の高まりによるホテル、旅館を含めた飲
食需要に期待が持てる。

金属工業協同組合（職
員）

・依然、低価格及びコストダウンの要請はあるものの、以前
に比べて量及び新規引き合いが目立ち始めてきている。

変わらない 農林水産業（従業者） ・農家の収入は震災前と比べ前々年は３割、前年は７割程度
となっており、風評被害は徐々に少なくなっている。今年こ
そは従来の値段で売れるのではないかという期待感がある。

食料品製造業（経営
者）

・観光土産としての牛タンの人気は維持されている。レスト
ラン関係の売上も、やはり当地に来たら牛タンをという客が
まだまだ根強くおり、今後もしばらく変わらないとみられ
る。また、アメリカの牛タンも30か月齢以下のものが入荷さ
れるとなると、品質的に向上することも予想され、人気はま
だまだ維持する。

食料品製造業（総務担
当）

・消費者に景気向上の実感がないようなので、当面変化は無
い。

食料品製造業（総務担
当）

・商品はし好品であるが、購入額は変わらない。

一般機械器具製造業
（経営者）

・円安による輸出環境の良化はあるが、国内生産に大きな変
化は無い。

建設業（経営者） ・現在は景気よりも物価上昇が先行している。今後は消費税
増税の影響で工事量は増えると予想され、期待もしている。

輸送業（経営者） ・若干の変化は見られるが、大きな好転は期待できない状況
である。

輸送業（従業員） ・貨物の動向に大きな変動要因が見当たらない。
通信業（営業担当） ・若干は持ち直す兆しは見えるが、際立って上向きになる要

素は見当たらない。
通信業（営業担当） ・企業は良くなる傾向が出てくるかもしれないが、一般消費

者のレベルは変わらない。
金融業（営業担当） ・特に大きな変化要因は無い。
経営コンサルタント ・デスティネーションキャンペーンやテレビドラマの効果で

東北への注目度が高まっている。

企業
動向
関連

(東北)



コピーサービス業（経
営者）

・国の復興予算はまだ末端の我々の業界まではきておらず、
店頭は来客数も減少傾向にあり、図面の動きが悪い状態であ
る。また、物販営業も大口の取引は発生せず、小口の取引に
追われている。

その他企業［企画業］
（経営者）

・10月からの下期に期待したいが、それでも予算削減の影響
は免れない。

やや悪くなる 農林水産業（従業者） ・今年は前年にも増して蕎麦の作付が多く、玄蕎麦価格の更
なる値崩れが予想される。

出版・印刷・同関連産
業（経営者）

・行政等の発注量が減ってくることが予想される。

土石製品製造販売（従
業員）

・今年度の予算がほとんど復興事業へ回るため、大きな発注
工事は落ち着いてからとなりそうである。

その他企業［工場施設
管理］（従業員）

・管理している工場の先行きが上向きではない。当地でも規
模の大きな工場であるため、それに伴い取引先である多くの
小売業や運送業の仕事量の減少に繋がることが懸念される。

悪くなる － －
良くなる アウトソーシング企業

（社員）
・受注件数が前年同時期と比べて増えており、閑散期がなく
なっている。

やや良くなる 人材派遣会社（社員） ・求職者が微減しながらも、引き続き求人が多くなる現象が
止まらない。一方で、それでもマッチングする現状を分析す
ると転職が見えてくる。特に営業職やＣＡＤなどの技術職で
の動きが顕著になってきている。既存企業に収まっていた人
材がついに重い腰を上げた様子が見て取れる。いよいよ景気
が上がってきているように感じる一方で、実力が伴わない浮
き足立った人も増えてきているのが心配である。

人材派遣会社（社員） ・アベノミクス効果は数か月は期待を含め継続する。
新聞社［求人広告］
（担当者）

・当県の場合、参議院選挙をはさんで知事選と仙台市長選が
あり、そこまでは復興需要とあいまって上向き傾向が続くと
みられるが、その後の反動がいつくるのかという不安要素を
抱えている。

新聞社［求人広告］
（担当者）

・企業の採用意欲は積極的になっている。今後は雇用形態で
正社員採用が増えてくれることを期待したい。

新聞社［求人広告］
（担当者）

・過去の例からいえば、求人数が増えるイコール景気が上向
きとなるが、そういった循環が起きている。

民間職業紹介機関（職
員）

・製造業は相変わらず停滞しているが、他の業種は求人も増
加傾向となっている。総合的に判断すると良くなってくる。

変わらない 人材派遣会社（社員） ・大卒採用企業において、内定辞退者が出た企業が追加の募
集を掛ける行動に出ている。

人材派遣会社（社員） ・現状は求人依頼が増加しているものの、年度替りという季
節的需要も含まれているため、企業側の業績、派遣単価も含
め、いまだ景気向上を実感するには至っていない。

新聞社［求人広告］
（担当者）

・５月の申込状況も今一つである。７月の参議院選挙までは
様子見が続くとみられる。

職業安定所（職員） ・建設業、卸小売業及び医療・福祉関連からの求人は依然増
加しているものの、新規求人数が２か月連続で減少している
のが気に掛かるところである。

職業安定所（職員） ・大手製造業の生産拠点再編による解雇者の半数がまだ就職
できていない。また、今後も解雇の発生が予想されている。

職業安定所（職員） ・新規求人の前年割れや季節的要因もあり、有効求人倍率の
多少の変動はあるが、依然として求人は高水準で推移するも
のとみられ、状況が大きく変わることは考えにくい。

職業安定所（職員） ・円安による原材料価格の上昇等が企業に及ぼす影響が懸念
され、雇用に及ぼす影響も注視する必要がある。

職業安定所（職員） ・有効求人倍率は12月の1.34をピークに、１月1.28、２月
1.26、３月1.21と３か月連続で減少しており、先行きが心配
である。

職業安定所（職員） ・当所の基幹産業である製造業の求人は少なく、今後も急激
に増加することは考えられない。

職業安定所（職員） ・新規求人数は依然として高水準で推移するとみられる。そ
のなかで、建設業の伸びが見えているので、今後も同じ水準
でいくとみられる。ただ、現状の景気としては大きく変動す
るものではないと推測される。

職業安定所（職員） ・電力会社から７月以降の電気代の大幅な値上げ要請があ
る。直接的なコスト圧迫と原材料の値上げに結び付いた場合
は利益の悪影響が予想され、人件費へのしわ寄せに繋がるこ
とも懸念される。景気拡大の期待と不安が相殺される、との
製造業からの話があった。

やや悪くなる 人材派遣会社（社員） ・新規登録者の紹介キャンペーンを大きく展開したがほとん
ど実績はなく、２、３か月先の成約率に不安がある。

悪くなる － －

雇用
関連

(東北)


